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１． はじめに 

近年，地球温暖化の影響により短時間の集中豪

雨が多発している．北部九州では毎年のように線

状降水帯を伴う局地的短時間集中豪雨が発生し，

福岡県久留米市では，以下に示すように毎年のよ

うに浸水被害が発生している． 

平成 24年 7月九州北部豪雨では市内の至る所が

冠水し，床上浸水 197 棟，床下浸水 1120 棟，道路

被害 368 件，がけ崩れ 20 件などの大きな被害が発

生した．また，7 月 3 日に最大時間雨量 82.5 ㎜を

観測した１）．平成 30年 7 月豪雨では，6月 28日ご

ろから日本付近に停滞し活性化した梅雨前線の影

響で，記録的な豪雨に見舞われ，7 月 5 日から 7 日

までの大雨で 1875 件の浸水被害や約 13 億円の農

作物被害などが発生した２）．令和元年 7，8 月大雨

では台風 5 号に，南から暖かく湿った空気が流れ

込んだことで，未明から九州北部を中心に線状降

水帯が発生し，猛烈な雨が降った．久留米市で 24

時間に降った雨は 335.5 ㎜で平年の 7 月を上回る

雨量で，観測史上最大を記録した３）．令和 2年 7 月

豪雨（表‐1）では九州付近に停滞した梅雨前線に

暖かく湿った空気が流れ込み，久留米市上空に線

状降水帯が発生し，大気の不安定な状態が続くと

ともに，24 時間最大雨量は 360.5 ㎜と観測史上最

大となった．今回の大雨被害は平成 30年 7 月豪雨

の住宅被害 1614 棟を超えた４）． 

このように，久留米市の現状として，毎年のよう

に市内で内水氾濫が発生している．都市化が進ん

だ都市域で，昨年発生したような線状降水帯を伴

う降雨があると，下水道での排水，あるいはポンプ

場からの排水が間に合わなくなり，内水氾濫が生

じるのは避けようのない事態となっている．都市

域で発生する内水氾濫の被害を抑制するためには，

流域治水的な取り組みが効果を発揮すると考えら

れ，その中でも面的に貯水するオンサイト型貯留

による対策が重要となると考えられる．そこで，本

研究では，これまで継続して内水氾濫が発生して

いる久留米市内において流域治水対策として公共

施設などのグラウンドを溜池として運用した場合

の効果を検証することを目的としている． 

２． 研究目的 

本研究の目的は以下の 2 点である．①久留米市

全域の貯水可能なグラウンド等の面積を測定し，

グラウンド等を掘り下げた場合の貯水可能容量を

明らかにする.②グラウンド等を掘り下げた場合

のモデルを作成し，どういった仕組みで貯水し，排

水するのかを提案することを目的としている.な

お，グラウンドに貯水する場合には，貯留した雨水

を速やかに排水し，その後，利用する必要があるた

め，アタック工法を適用したグラウンドの形態を

提案している． 

３． 研究方法 

(1)グラウンド等の面積測定 

久留米市内にある学校のグラウンド，公園，民間

の駐車場をすべてリストアップし，国土地理院の

GSI Maps を利用して，それぞれの面積を正確に測

定する．それと同時に，Google Maps のマイマップ

上にマーカーをつけるとともに，緯度,経度を調べ

る．その後,掘り下げた場合に久留米市全域で貯水

可能な容量を求めるとともに,特に内水氾濫の被

害が大きい校区の貯水可能容量を求める.  

（2）流出抑制手法の提案 

掘り下げたグラウンドは，雨が止んだ後には通

常の使用が速やかに可能になる必要があるため，

本研究では，これまでに当研究室で実績のあるア

ッタク工法を適用したグラウンド 5）を念頭に置い

て試算を行っている． 

４． 研究結果 

(1)久留米市内全域に位置する学校のグラウンド

等の面積を測定した結果，表-2 のような結果が得

られた．この表より，久留米市全域で学校のグラウ

ンドに公園および民間の駐車場などを活用すれば

10 ㎝の掘り下げを実施することで，約 20 万トンの

流出抑制が可能であることが示された．福岡市に

ある山王雨水調整池は,「雨水レインボープラン博
表-1 令和 2年 7月豪雨の被害状況 

表-2 掘り下げた場合の貯水可能容量 
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多」の主要施設のひとつであり,山王 1 号雨水調整

池と山王 2 号雨水調整池の 2 つの調整池を併せて

約 30,000㎥の雨水を一時的に貯留できる施設であ

る.10cm 掘り下げた場合,山王雨水調整池の約 7

倍,30 ㎝掘り下げた場合には約 20 倍,50 ㎝掘り下

げた場合には約 34倍の効果を発揮することが期待

されることが分かった． 

特に,内水氾濫の被害が大きい,久留米市合川校

区（図-1）に関しては,表-3 のような結果が得られ

た.30 ㎝掘り下げた場合,山王雨水調整池と同等の

貯水容量になった. 

(2) 学校のグラウンドを一例として,掘り下げた

場合のモデルを作成した.グラウンド以外の地盤

が高くなることにより,降った雨は自然とグラウ

ンドに集まるような構造となっている.大雨の際

に一時的に管のバルブを閉じ,溜池としての役割

を果たし,水路に放流しても問題ない状況になっ

た時にバルブを開放し,放水路へと貯留水を速や

かに放流する仕組みとなっている. 

このような構造を久留米市内の全ての学校グラ

ウンド,公園,民間の駐車場で施工することによっ

て,大きな効果を発揮すると考えられる. 

 

５． まとめと今後の課題 

今回の研究結果より,久留米市の内水氾濫の被

害を抑えるための流域治水対策を考えた結果,学

校のグラウンド,公園,民間の駐車場を掘り下げ,

一時的に溜池として運用することで,雨水流出抑

制効果が発揮される可能性があることが分かった. 

この手法のメリットは，既存のグラウンド等を

掘り下げることにより，雨水流出抑制を達成でき

る点にある．一番の問題点は，雨が止んだ後に直ぐ

にグラウンドとしての活用が可能であるかどうか

が問題とされているが，既に福岡大学のサッカー

場はこの方式により整備され，大雨の後も直ぐに

利用できることが確認されている．今後，久留米市

では,今回提案したような流域治水対策を速やか

に取り組んでいくことが必要であると思われる. 
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表-3 合川校区の貯水可能容量 
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図-2 掘り下げた場合のモデル 
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図-1 合川校区の浸水区域 
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